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令和３年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）会議録  

 

令和３年第２回西蒲原福祉事務組合議会（定例会）は、令和３年１１月

８日 午後２時３０分 弥彦村役場議場に招集された。  

 

１ 応招議員は、次のとおりである。  

議席 

番号 
氏   名 

議席 

番号 
氏   名 

１番 弥彦村議会議員 柏木 文男さん  ４番  弥彦村議会議長 安達  丈夫さん  

２番 燕市議会議員 渡邉 広宣さん  ６番 燕 市 長 鈴木  力さん 

３番 新潟市議会議員 水澤  仁さん    

 

２ 不応招議員は、次のとおりである。  

５番  中原 八一さん  

 

３ 出席議員は、次のとおりである。  

応招議員と同じである。  

 

４ 欠席議員は、次のとおりである。  

不応招議員と同じである。  

 

５ 地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者は、

次のとおりである。  

代 表 監 査 委 員  本  多      克 さん  

組 合 管 理 者  小  林   豊  彦 さん  

組 合 副 管 理 者  廣  瀨   勝  利 さん  

会 計 管 理 者  水  沢   正  一 さん  

事 務 局 長  大  谷   夢  孝  さん  

や ひ こ の 里 園 長  小  野   正  人  さん  

ね む の 木 工 房 所 長  高  島   清  一 さん  

ふ れ あ い の 家 所 長  宇 佐 美  郁  美 さん  

弥 彦 村 福 祉 課 長  坂  爪   明  博  さん  

弥彦村健康推進課長  松  井  裕 美 子 さん  

 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。  

弥彦村議会事務局長  高  橋   信  弘 

主 任  石  川   啓  太  
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７ 本日の会議に付議した事件及び議事日程は、次のとおりである。  

 

 議事日程 第１号  

令和３年１１月８日 午後２時３０分開会  

 

○日程第１  会議録署名議員の指名について  

 

○日程第２  会期の決定について 

 

○日程第３  管理者の挨拶  

 

○日程第４  議長報告    例月出納検査並びに定期監査の結果につ

いて  

 

○日程第５  議案第１号   令和２年度西蒲原福祉事務組合一般会計

歳入歳出決算の認定について 

 

○日程第６  議案第２号   令和２年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計歳入歳出決算の認定

について 

 

○日程第７  議案第３号   令和３年度西蒲原地区休日夜間急患セン

ター事業特別会計補正予算（第１号）  

 

○日程第８  議案第４号   令和３年度西蒲原福祉事務組合負担金の

負担割合及び徴収期日の決定について  

 

〇日程第９  議案第５号   新潟県市町村総合事務組合を組織する地

方公共団体の数の減少及び新潟県市町

村総合事務組合規約の変更について  
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議 事 内 容 

 

○議 長（鈴木 力さん）皆様、本日はご苦労さまでございます。 

これより令和３年第２回西蒲原福祉事務組合議会定例会を開会

いたします。  

ただいまの出席議員は、５名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに本日の会議を開きます。  

◎開会時刻 午後２時２８分 

 

なお、５番 中原議員から欠席の届出が出されております。  

本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。よろしくお願

いいたします。  

 

はじめに、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。  

会議録署名議員は、議事規則第２０条の規定により議長におい

て、１番  柏木文男さん、２番 渡邉広宣さん、以上２名を指名

いたします。よろしくお願いいたします。  

 

次に、日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。会期については、本日１日限りといたした

いと思いますが、これにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、会期は本日１日限りと決定いたしました。 

 

次に、日程第３  管理者の挨拶をお願いいたします。小林弥彦

村長。 

 

○管理者（小林豊彦さん）開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げま

す。 

本日は、令和３年第２回組合議会の招集をお願いいたしました

ところ、議員各位におかれましては大変ご多忙の中、ご出席を賜

り厚く御礼を申し上げます。  

 はじめに、新型ウイルスの感染状況でありますが、９月上旬に

ねむの木工房の職員１名に家族からの感染が判明しております。

保健所の指導に従うとともに、利用者、職員全員に対し、事業所
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独自にＰＣＲ検査を実施いたしました。  

関係の皆様にはご心配、ご迷惑をおかけしましたが、幸い感染

拡大もなく、３日間の休業ののち事業所を再開しております。  

また、ワクチン接種については、７月にやひこの里とグループ

ホームの利用者、職員への一斉接種を行い、その他の施設も含め

て接種可能な希望者全員の２回の接種を９月中旬に終えておりま

す。 

さて、本定例会では、令和２年度決算報告、並びに令和３年度

特別会計補正予算について、ご審議、ご了承をお願いするもので

ございます。  

令和２年度は、新型ウイルス感染症への対応に追われた一年で

あり、ショートステイを一時的に休業するなど収入面にも影響が

及んでおります。急患センター特別会計では、ご承知のとおり受

診者数が大幅に減少し、医師会に対する指定管理料が大幅に増加

したため、関係市村に対し３，９６２万９千円の負担金をお願い

しております。  

また、令和３年度の受診者数は、昨年より若干の回復は見られ

るものの、当初の見込みより減少しております。そのため、不足

する財源と、あわせて急患センター運営基金の積み立てについて、

関係市村でご協議いただいた結果、負担金２，４１７万２千円の

補正予算をお願いするものでございます。  

今後も関係市村と協議のうえ、適正な組合運営に努めてまいり

ますとともに、感染症対策を徹底した障害福祉サービスを提供し

てまいりますので、議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げ

まして、招集のご挨拶とさせていただきます。  

ご審議のうえ、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上

げます。  

 

○議  長（鈴木  力さん）次に、日程第４  議長報告  例月出納検査並 

びに定期監査の結果について、組合監査委員から提出されており

ます。その写しを議案書１頁から６頁にお示ししてございますの

で、これをもって報告とさせていただきます。  

 

次に、日程第５ 議案第１号 令和２年度西蒲原福祉事務組合

一般会計歳入歳出決算の認定について、及び日程第６ 議案第２

号 令和２年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、以上２案件を一括して議題といたし

ます。事務局より説明を願います。事務局長。  
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○事務局長（大谷夢孝さん）それでは、一般会計並びに特別会計決算認定

の２案件につきまして、その概要を説明させていただきます。  

最初に、議案第１号  令和２年度西蒲原福祉事務組合一般会計

歳入歳出決算について、ご説明申し上げます。 

決算書の２頁、３頁をお開きいただきたいと思います。 

     歳入について、ご説明申し上げます。詳細につきましては後程

ご説明いたしますので、ここでは項目ごとの収入済額を読み上げ

させていただきます。  

     １款、分担金及び負担金、収入済額５億３，２７７万３４９円。 

     ２款、財産収入、５０１円。  

     ３款、寄付金、１５万円。  

     ４款、繰越金、４，３０９万８，１４０円。 

     ５款、諸収入、２，６８７万６，２１９円。 

     ６款、県支出金、３２２万３千円。  

     歳入合計は、６億６１１万８，２０９円でございます。 

     次に、４頁、５頁をお開きいただきたいと思います。  

歳出につきまして、ご説明申し上げます。項目ごとの支出済額

でありますが、１款、議会費、１６万６，４９２円。 

     ２款、総務費、４５４万５，７０２円。  

     ３款、民生費、５億４，８３８万１，９３５円。  

     ４款、公債費、１，６４１万５，６５８円。 

     ５款、予備費は０でございまして、歳出合計が５億６，９５０

万９，７８７円でございます。 

     続いて、２８頁をお開き願います。 

実質収支に関する調書でありますが、歳入総額が６億６１１万

８，２０９円、歳出総額５億６，９５０万９，７８７円、歳入歳

出差引額３，６６０万８，４２２円、翌年度へ繰り越すべき財源

は０でございまして、実質収支額が３，６６０万８，４２２円と

なってございます。  

次に、歳入歳出の主なものにつきまして、前年度決算との比較

と併せましてご説明申し上げますので、主要施策の成果に関する

報告書をご覧いただきたいと思います。  

主要施策の成果に関する報告書の２４頁、２５頁をお開き願い

ます。 

令和２年度一般会計対前年度決算比較表となっておりまして、

数値は千円単位としております。  

     最初に、歳入の主なものについてご説明させていただきます。  
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１款、分担金及び負担金、１項、分担金６，０８５万８千円につきま

しては、組合構成市町村であります新潟市、燕市、弥彦村並びに組合構

成外の上越市からの分担金であります。前年度と比較した各市町村別の

増減につきましては、利用者数の変動によるものでございます。  

次に、２項の負担金４億７，１９１万２千円につきましては、障害福

祉サービスの提供に対する負担金でありますが、各施設が利用実績に応

じて増減するものでございます。 

 ふれあいの家負担金の２８３万７千円の減につきましては、延べ４９

４人、平均しますと２．１人利用者数が減少したもので、一般企業に就

職できた利用者がおりましたこと、また病気により退所した利用者がい

たために減少したものでございます。  

 次に、短期入所７４万２千円の減につきましては、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴い、事業を一時的に休業せざるを得ず、延べ利用者数

が前年度と比較し２０３人減少したものであります。 

 そして、次のグループホームの２１３万１千円の減につきましては、

大きな病気が見つかり入院から退所に至った利用者と、それから身体機

能の低下により身体障害施設へ移行した利用者がおり、一時的に欠員が

生じたものでございます。 

 次に、５款、諸収入、１項、受託事業収入９０８万５千円については、

日中一時支援事業並びに弥彦村から委託を受け実施しております相談支

援事業の利用に係る収入でございます。８４万４千円の減については、

これも新型コロナウイルス感染症の影響で日中一時支援事業を一時的に

休業したこともあり、延べ利用者数が前年度と比較して５３６人減少し

たためでございます。 

 そして、２項、雑入１，７７９万１千円につきましては、各施設の作

業収益金が主でございます。ねむの木工房の作業収益金が４６万円程減

少しております。  

 次の６款、県支出金は、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業

補助金でございます。  

 続きまして、歳出についてご説明いたしますので隣の２５頁をご覧く

ださい。 

 ２款、総務費、１項、１目の一般管理費３２４万３千円については、

事務組合運営に係る事務的経費でございます。５６万９千円の減につい

ては、財務会計システムの改修委託料が減少したものが主でございます。 

 次に、３款、民生費の５億４，８３８万２千円については、それぞれ

施設等の運営費でありまして、やひこの里、ねむの木工房、ふれあいの

家、グループホームの運営費の１目、総務費は、人件費及び施設の管理

運営に係る経費、そして、２目の処遇費は、食費、光熱水費等、利用者
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の生活や就労支援に直接係る経費となっております。  

 民生費全体で前年比５９８万６千円増の主な要因でございますが、補

助金の交付を受けて行った感染症対策に全事業所の総額で３８２万２，

８１３円の費用を要したものでございます。  

次に、４款、公債費１，６４１万６千円については、ねむの木工房建

設、やひこの里増築、グループホーム建設の際の借入金、計３件分の償

還金であります。詳細は２８頁をご覧いただきたいと思います。  

 組合の借入金の状況でありますが、令和３年５月末現在の未償還元金

が１億７，８６０万３，２０５円、利子が１，３１２万２，３１１円と

なっております。  

 続いて、主要施策の成果についてご説明申し上げますので、頁を戻っ

ていただきまして、２頁、３頁をお開きいただきたいと思います。 

 いずれの施設も感染症対応に追われた一年でありました。基本的な感

染対策もちろんでありますが、外出や行事などの活動を制限し、更には

やひこの里では家族のもとへの帰省、また面会さえも中止せざるを得な

い状況でした。幸い感染もなく、また、利用者も大きく混乱することも

なく過ごせております。 

 次に、７頁をお開きいただきたいと思います。 

 短期入所、日中一時支援事業の利用状況でございます。  

やひこの里の生活環境では、クラスター発生の恐れがあるため、外部

の方の出入りを最低限の者とし、短期入所、日中一時支援事業も一時的

に休止しております。そのため、利用者数は短期入所、日中一時支援事

業を合わせまして、昨年より７３９人減少し、合計１，３９７人となっ

てございます。 

 続いて、９頁をお開き願います。  

９頁から１６頁は、ねむの木工房、ふれあいの家についてであります。 

いずれも利用者の就労支援として、仕事の場の提供とそこで得る利用者

の工賃収入の確保を目的とした施設であります。 

感染症の影響が心配されましたが、企業から提供いただく仕事量に大き

な変動はなく、農福連携事業による作業なども継続されております。一方、

地域のイベント事が全て中止されたため、地域で活動し交流できる貴重な

機会がなくなったことは残念でありましたし、パンなどの販売の機会でも

ありましたので、売り上げにも影響しております。  

それから１５頁に記載しておりますが、ふれあいの家における就労移行

支援事業では、職場実習を経たのち、１名の利用者を一般企業への就職に

繋げることができております。受け入れてくださった企業様のご理解とご

協力に感謝しております。 

 続いて１８頁以降には、各施設の利用者の出身市町村、障害の状況、
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年齢、そして、職員の状況を記載しております。それぞれご覧のとおり

でございます。 

 以上で、一般会計決算の説明を終わります。引き続き、特別会計決算

につきまして、ご説明させていただきますので、恐れ入りますが決算書

に戻っていただきまして、決算書の３０頁、３１頁をお開きいただきた

いと思います。 

 

 議案第２号  令和２年度西蒲原地区休日夜間急患センター事業特別会

計歳入歳出決算について、ご説明申し上げます。  

 詳細については、一般会計同様のちほどご説明させていただきますの

で、項目ごとの収入済額を読み上げさせていただきます。  

 歳入、１款、分担金及び負担金、５，３８２万９千円。  

 ２款、財産収入、５０１円。 

 ３款、繰入金、１，０５５万４千円。  

 ４款、繰越金、１２６万２，３２３円。 

 ５款、諸収入、２０円。 

 歳入合計は６，５６４万５，８４４円でございます。 

 次の頁の３２、３３頁をお開き願います。  

 歳出でございますが、１款、衛生費、支出済額が６，３９３万５，０

７６円。歳出合計も６，３９３万５，０７６円でございます。   

 歳入歳出の詳細については、次の頁の３４頁以降に記載してございま

す。また、主要施策の成果に関する報告書の２１頁から２３頁に受診者

数の状況を記載してございますので、そちらも併せてご確認いただけれ

ばと思います。 

 新型コロナウイルスの影響により急患センターの受診者数が大幅に減

少しておりますことは、以前からお伝えしておりましたが、最終的に令

和２年度の受診者数は、内科・小児科では前年度より７６．３％、４，

５７０人減少し、１，４２１人でございました。歯科では２８．３％、

５４人減少し、１３７人の受診状況でございました。 

全体的に不要不急の外出自粛や感染リスクを懸念した受診控えによる

減少と考えております。 

また、年代別では１６歳以上が７５ .８％減、６５歳以上では５５ .

６％の減少に対し、１６歳未満では８４ .５％減少しております。基本的

な感染対策が行われていたためか、インフルエンザの流行もなく、また

胃腸炎などその他感染症も流行しなかったため、小児科の減少率が高か

ったのではないかと考えております。  

歳入についてご説明いたしますので、３４頁をお開きいただきたいと

思います。  
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診療収入の減少に伴う急患センター事業費増加分の財源とする

ため、１款、 1 項、1 目の急患センター運営費負担金として、関

係市村から３，９６２万９千円をご負担いただいております。内

訳は、新潟市が２，６６３万１千円、燕市が１，０６６万円、弥

彦村２３３万８千円でございました。 

続いて、３款の繰入金では、当初予定しておりました９００万

円の基金の繰入金に加え、医師会より感染防止対策として診療環

境の整備が要望されたことから、その財源として１５５万４千円

を基金から繰入れしております。  

     次に、３８、３９頁の歳出をご覧いただきたいと思います。  

歳出、１款、２項、１目の急患センター事業費６，１８８万４，

７４５円が、指定管理者であります新潟市医師会への委託料でご

ざいます。前年度と比較して３，３３５万１，８３０円増加して

おります。  

     急患センター事業特別会計決算の説明は以上でございます。  

     最後に決算書４５頁をお開きいただきたいと思います。 

財産に関する調書及び基金の運用状況のうち、４の基金の積立

て状況でございますが、財政調整基金が１３０万３千円の増、決

算年度末現在高９，１２３万７，８６３円となっております。  

急患センター運営基金については、１，０５５万３，４９９円

の減、決算年度末現在高４，１４６万８，００４円となってござ

います。  

以上で、議案第１号並びに第２号の説明を終わらせていただき

ます。何卒、慎重審議のうえ、ご承認賜りますよう宜しくお願い

申し上げます。  

  

○議 長（鈴木 力さん）事務局の説明が終わりました。質疑に入る前に、

代表監査委員より決算に対する監査意見を求めます。  

     代表監査委員 本多 克さん。  

 

○代表監査委員（本多  克さん）それでは、決算審査意見を申し上げます。  

     お手元の決算審査意見書をお開きください。 

１、審査の対象、（１）令和２年度西蒲原福祉事務組合一般会

計歳入歳出決算書、（２）令和２年度西蒲原地区休日夜間急患セ

ンター事業特別会計歳入歳出決算書。 

２、審査年月日、令和３年８月２６日。  

３、審査の場所、やひこの里会議室。  

審査の結果を申し上げます。 
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（１）審査に付された一般会計歳入歳出決算書、及び特別会計

歳入歳出決算書、付属書類は関係法令に準拠して作成され、計数

は関係諸帳簿と符合して正確であり、出納諸帳簿と歳入歳出差引

額は、金融機関の残高証明の額とそれぞれ符合したので、決算計

数は違算ないものと確認し、適正なる決算であることを確認いた

しました。  

（２）財産に関する調書については、公有財産、基金等、各調

書の計数は誤りのないことを確認いたしました。  

審査意見については、記載のとおりでございます。以上でござ

います。  

 

○議 長（鈴木 力さん）ありがとうございました。これより、議案第１

号の質疑に入ります。議案第１号にご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はございま

せんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっ

ております議案第１号について、管理者提案のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第１号は、提案のとおり認定されました。  

 

次に、議案第２号の質疑に入ります。議案第２号にご質疑はご

ざいませんか。 

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はございま

せんか。  
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（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっ

ております議案第２号について、管理者提案のとおり認定するこ

とにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり） 

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第２号は提案のとおり認定されました。  

 

次に、日程第７ 議案第３号 令和３年度西蒲原地区休日夜間

急患センター事業特別会計補正予算（第１号）及び  日程第８  

議案第４号 令和３年度西蒲原福祉事務組合負担金の負担割合及

び徴収期日の決定についての２案件を一括して議題といたします。

事務局より説明願います。事務局長。  

 

○事務局長（大谷夢孝さん）議案第３号  令和３年度西蒲原地区休日夜間

急患センター事業特別会計補正予算（第１号）について、ご説明

申し上げます。  

議案書の７頁をお開き願います。  

既定の歳入歳出の総額５，４６３万円に歳入歳出それぞれ６ 

１８万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を６，０８１万８千

円とするものでございます。  

１２、１３頁をお開き願います。  

新型コロナウイルス感染症による急患センター受診者数への影

響は依然として続いており、今年度９月までの前半６か月間の受

診実績は、昨年より若干の回復は見られるものの、当初予算で見

込んだ受診者数より１４．４％減少しており、このまま推移しま

すと年間で２，３６８人の当初見込みに対し、３４１人減少し、

２，０２７人となる見込みでございます。  

このことから、急患センター事業費を再度積算したところ、委

託料６１８万８千円の追加が必要となり、関係市村でご協議いた

だきました。  

また、基金取り崩しについても突発的な建物、設備の修繕や医

療機器の更新に対応できるよう、加えて、次年度にも感染症の影

響が続いた場合に備えるため、基金を一定程度維持する必要があ

るとの結論に至りまして、それも含め関係市村負担金を補正させ
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ていただくものでございます。 

歳入では、負担金２，４１７万２千円を増額し、基金からの繰

入金を１，９６９万３千円減額するもので、これにより基金の残

高は２，０７３万４，００４円となります。  

今後も感染症の影響による受診者数や財政状況について、関係

市村と情報を共有のうえ、必要な協議を重ねてまいりたいと考え

ております。  

議案第３号 特別会計補正予算の説明は、以上でございます。  

 

続いて、議案第４号 令和３年度西蒲原福祉事務組合負担金の

負担割合及び徴収期日の決定について、ご説明いたしますので議

案書の１５頁をお開き願います。  

今ほどの議案第３号 特別会計補正予算における急患センター

運営費関係市村負担金の負担割合を人口割１００％とし、徴収期

日を令和４年１月２５日とさせていただくものでございます。  

負担金の内訳につきましては、１６頁に記載してございます。

新潟市１，６２４万４千円、燕市６５０万２千円、弥彦村１４２

万６千円でございます。  

以上で、議案第３号及び第４号の説明を終わらせていただきま

す。ご審議の上、ご承認賜りますよう何卒宜しくお願いいたしま

す。 

 

○議 長（鈴木 力さん）事務局の説明が終わりました。これより、議案

第３号の質疑に入ります。議案第３号にご質疑はございませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はございま

せんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっ

ております議案第３号について、管理者提案のとおり可決するこ

とにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  
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ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第３号は、提案のとおり可決しました。 

 

次に、議案第４号の質疑に入ります。議案第４号にご質疑はご

ざいませんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はございま

せんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっ

ております議案第４号について、管理者提案のとおり可決するこ

とにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第４号は、提案のとおり可決しました。 

 

次に、日程第９ 議案第５号 新潟県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数の減少及び新潟県市町村総合事務組合規

約の変更についてを議題といたします。事務局より説明を願いま

す。事務局長。  

 

○事務局長（大谷夢孝さん）議案第５号 新潟県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数の減少及び新潟県市町村総合事務組合規

約の変更について、ご説明いたしますので議案書の１７頁をお開

き願います。  

併せて本日お手元に配布しております参考資料「新旧対照表」

をご覧いただければと思います。 

令和４年３月３１日限りで阿賀北広域組合が解散し、新潟県市

町村総合事務組合から脱退するため、また、加茂市及び加茂市・

田上町消防衛生保育組合から公平委員会に関する事務について、

単独処理事務と比較して処理実績があり、委員構成及び事務局体

制が充実していることにより処理事務の専門性が高く、公平性が
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確保されることから、共同処理事務に加入したいとの申出があっ

たため、新潟県市町村総合事務組合規約を変更するものでござい

ます。  

説明は以上でございます。  

 

○議 長（鈴木 力さん）事務局の説明が終わりました。これより、質疑

に入ります。議案第５号にご質疑はございませんか。 

 

（「なし」と言う声あり）  

 

質疑なしと認めます。続いて討論に入ります。討論はございま

せんか。  

 

（「なし」と言う声あり）  

 

討論なしと認めます。お諮りいたします。ただいま議題となっ

ております議案第５号について、管理者提案のとおり可決するこ

とにご異議ございませんか。  

 

（「異議なし」と言う声あり）  

 

ご異議なしと認めます。  

したがって、議案第５号は、提案のとおり可決しました。 

 

以上で本日の議事日程はすべて終了いたしました。  

これをもちまして、令和３年第２回西蒲原福祉事務組合議会定

例会を閉会いたします。大変ご苦労様でございました。  

 

◎閉会時刻 午後３時３分 
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 以上、会議録は書記が記載したものであるが、その正確なることを証す

るため署名捺印をする。  

 

令和３年１１月８日 

 

西蒲原福祉事務組合議会  

       議   長 燕  市  長   鈴  木      力  

 

 

 

 

       署名議員 弥彦村議会議員   柏  木   文  男  

 

 

 

 

       署名議員 燕市議会議員    渡  邉   広  宣  

 


